
二
〇
〇
八
年
は
源
氏
物
語
千

年
紀
、
二
〇
〇
九
年
は
花
山
法

皇
崩
御
一
千
年
記
念
行
事
と
し

て
全
札
所
の
御
開
扉
と
、
忙
し

い
二
年
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
、
ほ

っ
と
し
た
の
か
体
調
が
す
ぐ
れ

ず
、
足
腰
が
弱
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
わ
り
を
見
渡
す
と
、
数
名
の

友
人
が
他
界
し
、
そ
れ
も
、
中

・
高
・
大
の
同
級
生
ば
か
り
で

す
。
一
時
気
弱
に
な
り
ま
し
た

が
、
僧
侶
と
い
う
も
の
は
六
十

に
な
っ
て
も
、
ま
だ
若
造
扱
い

さ
れ
が
ち
な
立
場
で
、
弱
っ
た

人
々
を
救
い
、
他
界
し
た
者
を

供
養
し
、
自
分
自
身
を
よ
り
磨

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ

し
て
、
私
に
は
、
当
寺
に

せ
き
り
ゅ
う

脈
々
と
伝
わ
っ
て
き
た
石
流

と
い
う
独
自
の
法
流
、
及
び
一

千
年
以
上
の
昔
か
ら
の
僧
並
び

に
石
山
寺
に
貢
献
し
て
く
れ
た

多
く
の
歴
史
上
の
人
物
を
、
よ

り
多
く
世
間
に
知
ら
し
め
、
供

養
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
使
命
が
残
っ
て
い
ま

す
。ご

本
尊
で
あ
る
如
意
輪
観
世

音
菩
薩
さ
ま
の
偉
大
さ
を
記
し

た
「
如
意
輪
陀
羅
尼
経
」
は
、

病
気
平
癒
の
あ
り
が
た
さ
が
説

か
れ
て
い
ま
す
が
、
石
山
寺
が

創
建
さ
れ
た
奈
良
時
代
は
、
ま

だ
ま
だ
医
療
が
発
展
し
て
お
ら

ず
、「
陀
羅
尼
経
」
へ
の
絶
大

な
信
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
聖
武

天
皇
の
御
世
、
大
仏
を
開
眼
し

た
菩
提
遷
那
、
良
弁
僧
正
、
そ

の
弟
子
の
道
鏡
等
は
、「
陀
羅

尼
経
」
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
僧

侶
で
す
。
ご
存
じ
の
通
り
、
良

弁
僧
正
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
に

よ
り
、
石
山
寺
を
開
か
れ
た
方

で
、
石
山
寺
に
伝
わ
る
「
石
山

寺
縁
起
絵
巻
」
の
冒
頭
に
は
、

比
良
明
神
か
ら
、
こ
の
石
山
の

地
が
観
音
の
利
生
の
地
で
あ
る

こ
と
を
聞
く
良
弁
僧
正
の
姿
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
巻
に
は
、
石
山
観
音

の
霊
験
譚
が
三
十
三
段
に
わ
た

っ
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
観
世
音
菩
薩
さ
ま
が
、

三
十
三
に
姿
を
変
え
て
人
々
を

救
わ
れ
る
こ
と
と
決
し
て
無
関

係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

迷
っ
た
時
は
、そ
の
度
に「
石

山
寺
縁
起
絵
巻
」
を
読
み
返
し
、

観
音
さ
ま
の
力
の
偉
大
さ
を
か

み
し
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私
も
観
音
さ
ま
に
救
わ
れ
な

が
ら
、
よ
り
多
く
の
善
行
を
積

み
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が

救
わ
れ
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
き

た
い
と
心
よ
り
願
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。
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石
光
山

石
山
寺

新
た
な
決
意

山
主

鷲
尾
遍
隆
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この「西国巡礼慈悲の道」は、納経の際に１枚ずつ受け取って頂き、表紙をつけると１冊の法話集になります。
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御
本
尊
／
勅
封
二
臂
如
意
輪
観
世
音
菩
薩

開
基
／
良
弁
僧
正

の
ち
の
よ
を

ね
が
ふ
こ
こ
ろ
は

か
ろ
く
と
も

ほ
と
け
の
ち
か
ひ

お
も
き
い
し
や
ま

観音風光

●
観
世
音
菩
薩

安
産
、
福
徳
、
縁
結

●
不
動
尊

厄
除
け

●
四
季
の
花
々
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
梅
四
百
本
、
桜
一

千
本
、
モ
ミ
ジ
一
千
本
。
そ

の
他
、
つ
つ
じ
、
さ
つ
き
、

し
ょ
う
ぶ
、
あ
じ
さ
い
、
し

ゃ
が
、
等
。

主
な
年
中
行
事

元
旦
〜
三
日

初
詣
（
零
時
開
門
、
無
料
）

一
月
十
七
、
十
八
日

初
観
音

一
月
二
十
一
日

初
弘
法

一
月
二
十
八
日

初
不
動

二
月
三
日

星
祭
大
祈
祷
会

春
分
の
日

春
分
彼
岸
会

三
月
十
八
日
〜
六
月
三
十
日

紫
式
部
展

五
月
第
三
日
曜

青
鬼
祭
り

八
月
九
日

千
日
会
（
二
十
時
、
花
火
大
会
）

九
月

中
秋
の
名
月

九
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

紫
式
部
展

十
二
月
六
日
〜
八
日

仏
名
会

西国三十三所札所会ホームページ http: //www.saikoku33.gr.jp

西国霊場にご参拝の時は納経帳や白衣を忘れずにご持参ください。2回目以降はご参拝の印として重ねて納経印をいただきましょう。
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し
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ま
で
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石
光
山

石
山
寺

東
寺
真
言
宗
大
本
山

〒５２０―０８６１滋賀県大津市石山寺１丁目１―１

TEL 077―537―0013／FAX 077―533―0133

納経時間 午前９時～午後４時 仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏仏教教教教教教教教教教教教教教用用用用用用用用用用用用用用語語語語語語語語語語語語語語一一一一一一一一一一一一一一口口口口口口口口口口口口口口解解解解解解解解解解解解解解説説説説説説説説説説説説説説

身・口・意とは
「身」は行い、「口」は言葉遣い、「意」は心の持ち方（考え方）のことです。この「身・口・意」
を正しくする事が重要なのです。人のことを考えた行動をする、相手を尊敬した言葉遣いをする、そ
うすれば周りの人もあなたに対して、そう思って下さるでしょう。そこに融和が生まれるのです。い
つも明るくポジティブな考え方を持つことは、自分にいつも勇気を与え、周りの人にも元気を伝えら
れるのです。
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